
簡易版金継ぎ
ワークショップ

陶片でアクセサリーを作ろう！！
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皆さんこんにちは。
これから簡易版金継ぎワークショップ、
陶片でアクセサリーを作ろうワーク
ショップを始めます。

そもそも、金継ぎとは、割れたものを
写真のように金と漆で修復する伝統技
法のことです。
写真は実際に金継ぎした様子です。
きれいですよね。

金継ぎは多くのステップがあり、とて
も時間がかかります。

本来であれば、時間をかけて漆や本物
の金粉を使って行うのですが、今回は
簡易的な金継ぎを行います。



今回は簡易的な金継ぎでアクセサリー
を作っていきたいと思います。

まずは、アクセサリーをどこにつける
か考えてみましょう
例えば、ランドセルや手さげ袋、ス
マートフォンなどがありますね。

次に、アクセサリーにする陶片を2つ選
んでください。
この時、2つの陶片の組み合わせやつけ
る場所を参考にしながら選ぶのがいい
ですね。

早速、金継ぎに入っていきます。
まずは、パテをこねてみましょう。
ビニール袋を付けて、2色のパテが完全
に混ざるように15秒ほどこねてみま
しょう。
完全に混ざると、5～10分ほどで固まっ
てしまうので、注意してください。



混ぜ合わせたパテを陶片につけて、陶
片をくっつけてみましょう。
その時、アクセサリーの部品も一緒に
陶片につけましょう。

付け終わったら、パテが固まる前につ
まようじや綿棒を使って表面を整えて
みましょう。

パテが固まるまで30分くらいかかりま
す。
待っている間に金継ぎのゲームをして
みましょう。

今回行うゲームは、サーキュラーエコ
ノミーゲーム金継ぎ編です。



ゲームの説明です
このゲームでは、割れたお皿を金継ぎ
していってポイントを高めていくゲー
ムになります。

順番に赤いイベント/材料カードの山札
から一枚ずつ引いていき、金継ぎする
材料を集めていきます。

この緑のカードは、お皿が割れた時に、
掛け声になるカードです。

金継ぎに必要な材料は3種類です。
1つ目は、割れた焼き物の破片、
2つ目は、さび漆
3つ目は、金粉か銀粉
となります。



ただし、この時、運命の出会いという
カードがあれば、別の焼き物の破片で
も修復することができます。

金継ぎしていくと、焼き物の価値が上
がり、ポイントが増えていきます。
最初は5ポイントですが、一回金継ぎを
したら10ポイント、銀継ぎをしたら8ポ
イントとなります。

金継ぎのほかにもアクセサリーを作る
ことができます。
アクセサリーは、イベントで壊れるこ
とはないので、安心してポイントを積
み重ねていくことができます。

バンクカードでは、自分のいらない材
料をみんなに共有することができます。



どんどん金継ぎ、銀継ぎをしていって
ポイントを高めていきましょう。

ではここからは、遊び方の説明です。
カードを並べていきます。
図のようにカードを配置してください。

一人3枚ずつ焼き物カードを受け取って
ください。

割れカードを一人1枚引き、焼き物が割
れた時の掛け声を決めてください。



じゃんけんで順番を決めます。
今回は、じゃんけんで勝った人から時
計周りにしたいと思います。

じゃんけんで勝った人から1枚ずつイベ
ント/材料カードを引いていきます。

金継ぎは自分のターンにできます。
金継ぎに必要な材料を集めてどんどん
金継ぎしていきましょう。

それでは、ゲームスタートです。
わからないことがあれば手を挙げて教
えてください。



ゲームお疲れ様でした。
自分が何点だったか計算し、称号を確
認してください。
※それぞれの称号で手を挙げてもらい、
拍手していく。

さて、先ほどのパテも固まったと思い
ますので、金継ぎを再開していきたい
と思います。

残りは仕上げです。
パテのつなぎ目部分に色を塗っていき
ます。
金の他にも好きな色を塗って自分だけ
の作品に仕上げていきましょう。

お疲れ様でした。
ここから約1日乾かせば完成です！



今回の方法で直したお皿やコップを使
うのは衛生的に良くないのでやめてく
ださい。
お皿やコップを金継ぎする場合は、
漆やとの粉（石を細かい粉末状）を
使った正しい方法で金継ぎしてくださ
い。

それでは最後にまとめに入ります！

今回は、簡易版金継ぎや金継ぎゲーム
を通してサーキュラーエコノミーにつ
いて学びました。

サーキュラーエコノミーと（循環経
済）とは何か



サーキュラーエコノミーとは、廃棄物
を出さない循環経済システムのことで
す。
これまではリニアエコノミーやリサイ
クリングエコノミーが主流でしたが、
環境問題の深刻化によって、サーキュ
ラーエコノミーの重要性が増してきま
した。

全ての製品に言えることですが、モノ
は、作られる、買う、使う、壊れると
いう流れで進んでいきます。
壊れた時に捨てるのではなく、直して
長く大切に使っていくことが重要です。

その「直す方法」の中に金継ぎがあり
ます。

SDGsでは、ゴール12番に当てはまりま
す。
特にターゲット5の、2030年までに、廃
棄物の発生防止、削減、再生利用及び
再利用により、廃棄物の発生を大幅に
削減することに貢献することができま
す。



金継ぎで修復した物には、金の線が入
ります。
前に使っていた物よりもカッコイイ･オ
シャレな仕上がりになります！
物の価値を高められるところが、金継
ぎの魅力です！

金継ぎをすることで、廃棄物を出さな
いサーキュラーエコノミーに貢献する
ことができます。
金継ぎのキットも売ってますので、ぜ
ひ金継ぎについて調べてみてください。

これで簡易版金継ぎワークショップを
終わります。
ありがとうございました。
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